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研究成果の概要： 
本研究では、観測される質的変数に対応する潜在変数の理論構造や観測値自体に現れる様々な

非線形関係を計量経済モデル分析によってモデル化し、新しい離散選択モデルを複数提案した。

さらにその統計的モデリングの手続きと MCMC を用いた消費者異質性を取り入れた推定アルゴ

リズムを与えた。さらに従来のモデルとの比較を行い、提案したモデルが優れている点を整理

した。また実際の様々なミクロデータおよびマーケティングデータに適用してその有効性を検

証した。 
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研究分野：経済学 
科研費の分科・細目：経済統計 
キーワード：非線形確率効用関数、離散選択モデル、動学モデル、内生性問題 
 
１．研究開始当初の背景 
家計や企業など個別の経済主体の行動を記
述するパネル調査データのミクロ経済分析
では、カテゴリカルな状態をあらわす多くの
質的変数を含み、この質的変数を説明するた
めの計量経済モデルは制限従属変数モデル
としてこれまで線形モデルを中心に研究が
行われ、様々な推定法が提案されてきた。例
えば、消費者行動の研究や労働経済学の就労
条件の分析では、効用関数を潜在変数として
説明変数に関して線形な理論構造を仮定し、
典型的にはロジット、プロビットモデルなど

を用いて市場反応や就労条件を測定するこ
とが行われてきた。経済学に限らず多くの学
問分野では、非線形現象の認識が強まり、そ
の記述とモデリングの研究が進んでおり、経
済理論および現象を計量化する際にも非線
形統計モデリングの研究が求められている。
その際、さらに経済データに固有な動学的特
性および経済変数間の構造から生じる内生
性を取り入れたモデリングも同時に考慮す
る必要がある。 
 
２．研究の目的 



本研究では、観測される質的変数に対応する
潜在変数の理論構造や観測値自体に現れる
様々な非線形関係を計量経済モデル分析に
よってモデル化し、その統計的モデリングの
手続きとその性質を研究し、さらに実際の
様々なミクロ経済データに適用してその有
効性を検証する。 
 
 
３．研究の方法 
制限従属変数パネルデータには、各パネルに
関しては少数サンプルであること（少数サン
プル問題）、従属変数と説明変数の関係が線
形現象に限定されていること（線形性問題）、
パネルごとの異質性とパネル間の共通性を
識別して推定する必要があること（異質性問
題）、制限従属変数と説明変数の間の同時決
定があること（内生性または構造モデル問
題）、時系列データの観測値数がパネル間で
異なる場合があること(非完備データと動学
問題)などの固有の制限と問題点がある。 
これらに対して下記のアプローチについて
研究を行った。 
(i)制限従属変数に対応する潜在変数の非線
形構造のパラメトリックな統計的モデリ
ング 

(ii)構造モデリングと政策シミュレーション
（内生性問題） 

(iii)動学モデルへの拡張 
(iv)モデリングの統計的性質の比較シミュ

レーション研究 
(v)閾値型以外のパラメトリック非線形制限
従属変数モデルの構築 

(vi)経済・経営分野のパネルデータへの適用
と各種実証分析 

 
４．研究成果 

制限従属変数に関する新しいモデルを複
数開発し、その統計的性質と MCMC を用いた
消費者異質性を取り入れた推定アルゴリズ
ムを与えた。さらに従来のモデルとの比較を
行い、提案したモデルが優れている点を整理
した。さらに、応用研究のひとつとして、広
告の露出回数が消費者のブランド選択にお
ける説明変数をして機能するモデルを複数
与え、これまで広告の役割にマイクロモデリ
ングの視点から一定の結論を与えた。 
具体的には下記のとおりである。 
 
(1) 制限従属変数に対応する潜在変数の非
線形構造のパラメトリックな統計的モデリ
ング： 
①離散選択モデルにおける消費者の確率効
用関数を通常の線形関数から非線形関数  
で一般化し、その計量モデル構築のために閾
値変数の存在を仮定して、非線形関数を閾値
定義域上で区分的に線形な関数で近似する

方法を提案した Terui and Dahana (2006)の
モデリングをさらに発展させるとともに、こ
のモデルが適用可能な他の非線形構造を表
わす経済理論や経済・経営現象を各分野の文
献を精査して探った。そのひとつとして、広
告量が消費者のブランド選択に与える影響
が非線形であると認識されていることから、
この問題の非線形モデリングを実施した。 
②上記モデルは価格が効用に対して外生変
数として規定して簡略化されるが、現実には
企業行動としては消費者のブランド選択お
よび購買行動を見てそれによって価格を変
化させていると考えるのが妥当であり、価格
と売上げには同時決定の関係を仮定してモ
デル化する必要がある。この内生性の問題あ
るいは構造モデリングを上記閾値型非線形
制限従属変数モデルについて研究するうえ
で必要な先行研究のサーベイを実施し、複数
の制限従属変数間に内生的に同時決定され
る場合の未着手の問題に関して、制限従属変
数間に内生性が発生する場合のバイアスの
評価および推定法についても、先行研究の文
献を精査した。 
(2)制限従属変数の動学モデル： 

パネルデータの分析モデルとしてこれまで展開さ

れてきた離散選択モデルは、対象となる選択肢

が観測期間を通じて一定であるという仮定を

置くものであるのに対し、本研究では外生的

な変数の時間変化に伴う状態によって選択肢

をスクリーニングし、選択肢が観測時間ごと

に変化する新しい離散選択モデルを提案した

。具体的には、消費者の選択行動に影響を与

える外生変数が選択肢集合を非線形に規定し

、これを閾値モデルにより２つの局面へ分解

してある選択肢が選択対象となる状態を記述

するモデルである。さらにこのモデルをパネ

ルごとに異なるパラメータをもつ異質性モデ

ルとして展開して、新しく異質性を取り入れ

た非線形動学離散選択モデルを展開した。 

またこのスクリーニング離散選択モデルの
統計的推測法に関して、マルコフチェーン・
モンテカルロ(MCMC)アルゴリズムを与えた。
シミュレーション研究によって本アルゴリ
ズムを評価し、優れた性能を持つこと示した。
また提案モデルを用いた実証分析として、広
告の閾値効果を分析した。具体的には、提案
モデルをマーケティングにおける消費者の
ブランド選択行動を記述するモデルとして
展開し、各ブランドの広告量が一定水準を上
回ると考慮集合と呼ばれる選択肢集合に入
り、広告量が閾値を下回ると選択肢集合から
離脱するモデリングを展開した。実務家のい
う広告の閾値効果の新しい構造モデリング
であり、広告の役割に対して新しい定量評価
を与えた。 
(3)動学モデルの発展と内生性問題の処理： 



潜在変数として効用関数を仮定した場合は、
消費者の効用に慣性（inertia）が働くとす
るのが一般的であり、効用に時間的な要因を
入れる動学モデルへの拡張として、セールス
プロモーションへの期待変数を入れた動学
モデルを提案した。同時に内生性問題を含む
モデリングの一般化を図った。 
(4)モデリングの統計的性質の比較シミュレ
ーション研究： 
提案した非線形動学モデリングの統計的性
質を様々な状況下でのシミュレーション研
究によって調べ、その有効性と前提条件の検
討を行い、提案したモデルが従来のモデルよ
りも優れている点を総括した。 
(5) 経済・経営分野のパネルデータへの適用
と各種実証分析： 
提案した非線形動学モデリングを実際の経
済･経営のマイクロデータに適用し、実証分
析によってモデルの有効性を検証した。 
(6)消費者学習理論を取り込んだ異質離散選
択モデルの開発研究： 
製品の品質など消費者にとって不確実性の
伴う説明変数を効用関数の中に取り込む研
究を行い、さらに広告の露出や製品の購入使
用経験が品質に対する不確実性を減少させ
る消費者学習(consumer learning)過程を消
費者異質性を取り入れた枠組みで展開する
モデルと MCMC のアルゴリズムを与え、今後
展開すべき研究の方向性を確認した。 
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